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都留 進*
2015年11月７日～15日までの１週間、学園前周辺の会
場で「学園前アートウィーク2015 」が開催された。本学の
18号館２階フロア一や３階体育館も展示会場となった。　こ
のイベント は、学園前の住民と東北芸術工科大学教授三瀬夏
之助氏を代表とした現代アーティスト 達が協力して新しい
街づくりに挑んだのである。
このイペント にこども学科の都留ゼミナールの学生が参
加した。奈良教育大学の狩野宏明准教授の呼びかけで、「学
園前時空空間マップ」をテーマとした制作に共同出品した。
学生たちに依頼された課題は、「学園前を知る・調べる」こ
とによって、時空空間マップの基本的な資料を集めることで
あった。学生たちは、歩いて、パソコンで、学園前の歴史を　図１　アートウィークポスター
調べ、データを狩野先生に送った。
奈良教育大学の学生と帝塚山大学の学生の制作が始まった。
都留ゼミの学生は、狩野先生から送られてき
たパネルを前に制作会議を始めた。主に学園前
に絞ってアイデアを出した。学生たちは学園前
の象徴として、帝塚山学園、鶴舞団地、大測池
公園、御嶽山大和本宮、霊山寺などを挙げた。
そして絵画的な表現ではなく、立体的な表現に
することになった。パネルを ４つに区切り、学
園前の春夏秋冬を表現し、公園や山や神社や団
地を模型にして制作を進めた。帝塚山学園の象
徴であった円形校舎はプラスティックで、神社
や大測池公園の遊具などはバルサ材で立体的に
構成して作っていった。四季を表現するために、
霊山寺のバラの花や御嶽山大和本宮の桜などを
配置して｢ 学園前時空空間マップ｣ を仕上げた。
作品は、大和文華館に三瀬先生、狩野先生の作
品と奈良教育大学の学生の作品と同じ展示 寔に
展示 された。 平面作品の中に立体作品が展示さ
れたことが参加者から好評を得た。
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図２　 作品「学園前時空空間マップ」
図 ３　 実 践 発表の 様 子
Susumu Tsuru
２月には、帝塚山大学で開催された多摩大学と連携した「実学×プロジェクト」実践研
究発表会に参加して、「学園前アートウィーク」に参加した経緯や制作過程などを発表し
た。学生たちは、自分たちが学んでいる学園前という地域を知る新鮮さや感動を素直に
マップに表現して作品を完成して発表した達成感も味わえたのではないかと考える。　こ
のような創作活動が学生だもの成長する姿として見えてくることが素晴らしいと感じる。
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